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平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）
雨
模
様

の
中
、
第
57
回
大
阪
府
消
防
大
会
が
大

阪
府
立
消
防
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
八
尾
市
消
防

団
南
東
方
面
隊
が
出
場
し
、
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
中
河
内
地
区
と
し
て
も
総

合
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
方
面
隊
で
の
出
場
と
い

う
こ
と
で
選
手
選
考
の
難
し
さ
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
た
結
果
、
２
チ
ー

ム
を
作
り
、
選
考
会
で
消
防
本
部
と
方

面
隊
長
が
審
査
す
る
と
い
う
方
法
で
５

月
17
日
に
正
式
に
選
手
を
決
め
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
の
壮
行
会
か
ら
約
４
ヶ
月

の
操
法
訓
練
の
間
、
本
当
に
熱
心
に
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
消
防
本
部

の
皆
様
方
、
向
井
団
長
は
じ
め
団
本
部
、

各
分
団
、
諸
先
輩
方
の
心
の
こ
も
っ
た

激
励
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
４
人
の
選

手
に
は
、
自
主
訓
練
を
含
め
て
約
10
ヶ

月
間
、
最
後
の
最
後
ま
で
精
一
杯
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
姿
に
感
動

い
た
し
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

南
高
安
分
団　

西
山　

勝
博

大
阪
府
消
防
大
会



氏
名
（
所
属
）

①
職
業

②
趣
味

③
消
防
団
員
と
し
て
の
抱
負

八尾市消防団

団長　向井　正雄
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平
成
25
年
４
月
１
日
（
月
）
消
防
団

員
の
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
、
23
名
の
新

団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
団
員
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

任
　命
　式

　

市
田　

篤
史
（
南
高
安
）

①　

花
屋

②　

バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と

③　

一
日
で
も
早
く
、
地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
訓
練

を
重
ね
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

竹
田　

英
夫
（
八
尾
）

①　

建
設
業

②　

絵
画
、
川
魚
が
好
き

③　

消
防
団
員
と
な
っ
て
綺
麗
な

八
尾
の
景
観
を
守
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

南
嶋　

博
幸
（
西
郡
）

①　

飲
食
業

②　

魚
釣
り

③　

一
日
で
も
早
く
消
防
団
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
て
る
よ
う
訓
練

に
励
み
地
域
の
役
に
立
つ
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

池
脇　

英
雄
（
西
郡
）

①　

会
社
員

②　

野
球

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
年
は
取
っ
て
い
ま
す
が
諸
先

輩
方
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

笠　

光
浩
（
久
宝
寺
）

①　

建
築
業

②　

釣
り

③　

地
域
に
少
し
で
も
、
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

藤
本　

幸
代
（
団
本
部
）

①　

会
社
員

②　

読
書
・
旅
行

③　

八
尾
市
で
初
め
て
の
女
性
消

防
団
員
と
し
て
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
を
活
か
し
、
一
歩
ず
つ
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
向
井
団
長
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
就
任
に
あ
た
り
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ　

団
員
経
験
が
お
有
り
で
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
優
勝
経
験
も
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
と

存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
当
時
の
思
い
出
等
を

お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
？

Ａ　

私
は
、
拝
命
以
来
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

に
情
熱
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
の
岩
田
朝
吉
団
長
は
ポ
ン
プ
操

法
に
本
当
に
熱
心
な
方
で
し
た
。

　

私
を
含
む
第
八
分
団
（
現
山
本
分
団
）
の

４
人
が
大
阪
府
の
大
会
で
初
め
て
中
河
内
に

優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
、
岩
田
団
長
が
亡
く
な
ら
れ
て
１
年

後
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
会
か
ら
の
帰
り
、
岩
田
団
長
の
お
墓
に

優
勝
旗
を
持
っ
て
報
告
に
行
っ
た
事
が
今
で

も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

も
う
１
年
早
け
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
岩
田
団

長
を
喜
ば
す
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
と
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ　

大
規
模
災
害
時
に
消
防
団
に
期
待
す
る

こ
と
は
？

Ａ　

今
騒
が
れ
て
い
る
大
規
模
災
害
に
向
け

て
、
消
防
団
員
は
自
分
の
家
か
ら
被
害
を
出

さ
な
い
様
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
の

地
域
は
自
ら
の
力
で
守
る
と
言
う
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
ご
近
所
の
方
々
を
助
け
る
こ

と
を
団
員
と
し
て
心
掛
け
、
日
ご
ろ
か
ら
努

力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
団
長
を
引
き
受
け
た
テ
ー
マ
と
し
て

「
自
助
近
助
」
と
い
う
言
葉
を
合
言
葉
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

団
長
が
消
防
団
員
に
望
む
こ
と
は
？

Ａ　

消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
を
意
気
に
感
じ

て
、
誇
り
を
持
っ
て
消
防
団
活
動
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

市
内
の
各
町
会
等
、
自
主
防
災
組
織
と

消
防
団
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え

で
す
か
？

Ａ　

退
団
後
の
５
年
間
は
町
会
に
携
わ
り
自

主
防
災
組
織
と
消
防
団
の
連
携
を
も
っ
と
密

に
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

ま
し
た
。

　

消
防
団
員
は
、
自
主
防
災
組
織
の
方
々
に

比
べ
て
様
々
な
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
消
防
団
員
が
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

公
私
共
に
お
忙
し
い
所
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
消
防
団
長
と
し
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
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上
田　

聡
（
高
安
）

①　

会
社
員

②　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

③　

少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
田　

隆
志
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

ゴ
ル
フ

③　

火
災
、
震
災
等
あ
ら
ゆ
る
災

害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
、
日
々

の
訓
練
に
精
進
し
一
日
も
早
く
立

派
な
消
防
団
員
に
な
れ
る
よ
う
務

め
て
い
き
ま
す
。

　

田
中　

正
治
（
高
安
）

①　

造
園
業

②　

パ
チ
ン
コ

③　

消
防
団
の
活
動
を
通
じ
、
地

域
貢
献
し
た
い
と
思
い
入
団
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
学
び

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

山
口　

祐
志
（
南
高
安
）

①　

家
電
販
売
、
電
気
工
事
業

②　

フ
ッ
ト
サ
ル

③　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
安
全
、

安
心
を
守
る
消
防
団
の
一
員
と

な
っ
て
日
々
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
池　

稔
（
志
紀
）

①　

会
社
員

②　

ド
ラ
イ
ブ

③　

初
心
を
忘
れ
ず
に
今
後
の
消

防
活
動
頑
張
り
ま
す
。

　

清
水　

宏
祐
（
高
安
）

①　

会
社
員

②　

釣
り

③　

一
日
で
も
早
く
消
防
の
技
術

を
身
に
付
け
、
家
族
や
地
域
か
ら

頼
ら
れ
る
カ
ッ
コ
イ
イ
消
防
団
員

を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

森
川　

大
輔
（
南
高
安
）

①　

自
動
車
サ
ー
ビ
ス
業

②　

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
の
一
員

と
し
て
、
一
日
で
も
早
く
、
規
律
、

行
動
な
ど
を
覚
え
て
地
元
の
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

中
村　

英
喜
（
志
紀
）

①　

診
療
放
射
線
技
師（
事
務
長
）

②　

野
球

③　

町
の
安
全
を
守
れ
る
消
防
団

員
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

竹
内　

孝
太
郎
（
高
安
）

①　

建
設
業

②　

ゴ
ル
フ

③　

日
々
、
消
防
団
員
と
し
て
の

自
覚
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
胸
を

張
っ
て
「
消
防
団
員
で
す
」
と
言

え
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
で
す
。

　

西
尾　

和
範
（
南
高
安
）

①　

自
営
業

②　

ゴ
ル
フ

③　

火
災
等
が
あ
っ
た
際
に
対
応

出
来
る
よ
う
に
訓
練
し
、
い
ろ
い

ろ
と
覚
え
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

山
根　

陽
平
（
山
本
）

①　

介
護
職

②　

野
球

③　

地
域
の
た
め
に
精
一
杯
、
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

植
田　

恭
啓
（
高
安
）

①　

会
社
員

②　

山
登
り

③　

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
、

一
つ
で
も
多
く
学
び
、
訓
練
し
諸

先
輩
方
と
団
結
し
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

辻
野　

孝
志
（
南
高
安
）

①　

整
骨
院

②　

野
球

③　

消
防
団
の
一
員
と
し
て
、
地

域
の
た
め
に
精
一
杯
務
め
、
日
々

の
訓
練
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

橋
本　

和
則
（
山
本
）

①　

自
営
業

②　

ツ
ー
リ
ン
グ
・
ス
キ
ー

③　

日
頃
よ
り
消
防
団
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
防
災
意
識

を
持
つ
よ
う
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

増
田　

卓
司
（
高
安
）

①　

会
社
員

②　

釣
り

③　

地
域
の
消
防
団
員
と
し
て
、

諸
先
輩
方
の
指
導
の
も
と
、
初
心

を
忘
れ
ず
高
安
地
区
の
安
全
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

巽　

純
也
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

読
書

③　

地
域
の
安
全
と
安
心
を
確
保

し
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
員

に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
の
訓
練
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

椿
本　

達
也
（
山
本
）

①　

郵
便
局
員

②　

カ
メ
ラ

③　

地
域
の
た
め
に
、
気
合
を
入

れ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

（
平
成
25
年
度
の
消
防
団
行
事
）

４
月　

消
防
団
中
級
幹
部
教
育
訓
練

５
月　

厚
生
事
業

９
月　

防
災
訓
練

　
　
　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
警
備

　
　
　

久
宝
寺
寺
内
町
燈
路
ま
つ
り

10
月　

広
報
誌
発
刊

　
　
　

厚
生
事
業

　
　
　

大
阪
府
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

11
月　

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　

消
防
団
員
健
康
診
断

　
　
　

防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

機
関
員
研
修

　
　
　

�

消
防
団
120
周
年
・
自
治
体
消
防

65
周
年
記
念
事
業

12
月　

歳
末
警
戒

１
月　

消
防
出
初
式

　
　
　

文
化
財
訓
練

３
月　

春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　

消
防
記
念
日
式
典

　
　
　

大
阪
府
消
防
表
彰
式

　
　
　

広
報
誌
発
刊

な
が
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
い
、
お
付
き
合
い
！

八
　
尾
　
市
　
消
　
防
　
団
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を
忘
れ
ず
正
確
な
行
動
を
し
て
い
れ
ば
、

現
場
で
の
事
故
は
防
げ
る
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

教
室
で
の
講
義
後
、
グ
ラ
ン
ド
に
移

り
ロ
ー
プ
結
索
、
昼
食
を
挟
み
、
無
人

筒
先
の
放
水
を
見
学
、
水
圧
に
よ
り

ホ
ー
ス
と
筒
先
が
暴
れ
る
様
子
は
、
非

常
に
恐
ろ
し
く
感
じ
、
こ
こ
で
も
安
全

管
理
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
徒
手
搬
送
、
訓
練
礼
式
、

各
個
訓
練
を
行
い
、
基
本
的
な
動
作
を

反
復
練
習
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
班
長
に
な
り
、
教
わ
る
立

場
か
ら
教
え
る
立
場
に
な
り
ま
す
が
、

常
に
初
心
を
忘
れ
ず
安
全
管
理
の
基
本

を
心
掛
け
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
任
務

を
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
言
葉
も
教
わ
り
ま
し
た
。

『
釘
一
つ
拾
う
心
に
事
故
は
な
し
』

　

こ
れ
は
、
安
全
管
理
の
基
本
の
標
語

で
す
。

�

高
安
分
団　

錦
織　

栄
夫

基
礎
（
初
任
）
教
育
訓
練

　

平
成
25
年
６
月
９
日
（
日
）
大
阪
府

立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
中
河
内
地
区

支
部
（
東
大
阪
市
、
柏
原
市
、
八
尾
市
）

の
消
防
団
合
同
で
初
級
幹
部
教
育
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
級
幹
部
の
団
員
は
、
教
室
に
移
り

「
安
全
管
理
の
原
点
」「
安
全
管
理
の
基

本
」「
安
全
管
理
の
た
め
の
心
理
分
析
」

な
ど
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
慣
れ
の
除
去
」
と
い

う
こ
と
を
教
わ
り
、「
反
復
訓
練
に
よ

り
技
術
を
習
得
し
正
確
か
つ
迅
速
な
行

動
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
慣
れ
に
よ

り
基
本
的
な
動
作
を
省
略
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。」
と
聞
き
、
常
に
初
心

　

稲
む
ら
（
わ
ら
）
に
火
を
放
っ
て
、

暗
闇
の
中
で
襲
い
来
る
津
波
か
ら
逃
げ

遅
れ
た
村
人
を
、
高
台
に
あ
る
神
社
の

境
内
に
導
い
て
多
く
の
命
を
救
っ
た
と

い
ま
し
た
。

　

現
場
外
套
を
着
て
、
東
大
阪
市
の
女

性
団
員
２
名
と
、
初
め
て
ホ
ー
ス
を
持

ち
ま
し
た
。

　

予
想
以
上
の
水
圧
で
、
教
え
て
い
た

だ
い
た
や
り
方
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
水

圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
身
を
持
っ

て
学
び
ま
し
た
。

　

基
礎
（
初
任
）
訓
練
を
経
験
す
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
訓
練

を
通
し
て
、
消
防
団
員
と
し
て
の
初
め

の
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

�

団
本
部　

藤
本　

幸
代

消
防
団
初
級
幹
部
教
育
訓
練

幹
部
視
察
研
修

平
成
25
年
６
月
19
日（
水
）

い
う
濱
口
悟
陵
の
話
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
こ
の
実
話
の

あ
っ
た
和
歌
山
県
有
田
郡
広
川
町
に
あ

る
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
で
し
た
。

　

こ
の
記
念
館
に
は
、
過
去
の
大
き
な

津
波
の
資
料
や
長
さ
16
ｍ
の
津
波
実
験

水
槽
が
あ
り
、
３
Ｄ
津
波
映
像
シ
ア

タ
ー
で
は
地
震
や
津
波
の
恐
ろ
し
さ
と
、

そ
の
威
力
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
防
災
精
神
や
人
命
尊

重
の
精
神
を
踏
ま
え
、
来
た
る
大
き
な

災
害
か
ら
大
切
な
生
命
や
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

�

曙
川
分
団
長　

松
田　

悦
治

　

平
成
25
年
６
月
９
日
（
日
）
大
阪
府

立
消
防
学
校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
消

防
団
基
礎
（
初
任
）
教
育
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
研
修
室
で
の
座
学
と
訓

練
場
で
の
訓
練
礼
式
で
し
た
。

　

座
学
で
は
、
消
防
団
組
織
の
概
要
や

歴
史
、
基
礎
知
識
、
事
故
防
止
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
最
後
に
実
際
の
事
故

映
像
を
見
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
実
科
の
訓
練
で
、
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
始
め
に
「
放
水
訓
練
」
を
行
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平
成
25
年
４
月
27
日
（
土
）
大
雨
に

よ
る
恩
智
川
の
急
激
な
水
位
上
昇
を
想

定
し
た
水
防
訓
練
が
、
花
園
中
央
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
尾
市
消
防
団
は
第
２
小
隊
と
し
て
、

せ
き
板
工
と
い
う
工
法
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
工
法
は
、
堤
防
が
沈
下
し
た
り
、

増
水
が
激
し
く
、
流
れ
が
堤
防
を
越
え

そ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
堤
防
天
端
に

杭
を
打
ち
込
み
、
そ
の
杭
に
板
を
固
定

し
、
土
の
う
や
土
砂
を
積
み
越
水
を
防

ぐ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
せ
き
板
を
川
表
と
川
裏
側
の

２
列
に
設
置
し
、
そ
の
間
に
土
の
う
や

土
砂
を
積
め
る
と
効
果
が
増
し
ま
す
。

　

開
会
式
の
後
、
岩
田
北
東
方
面
隊
長

の
「
駆
け
足
進
め
」
の
号
令
で
作
業
場

所
ま
で
移
動
し
、
土
の
う
袋
に
ス
コ
ッ

プ
で
土
を
入
れ
土
の
う
を
作
成
し
、
ア

ル
ミ
の
杭
に
木
板
を
番
線
で
固
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
土
の
う
を
積
み
上
げ
て
工

法
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
５
月
25
日
（
土
）
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
大
規

模
災
害
発
生
時
の
防
災
活
動
に
必
要
な

知
識
及
び
技
術
等
の
習
得
並
び
に
防
災

意
識
の
高
揚
及
び
地
域
防
災
力
の
向
上

を
目
的
と
し
た
平
成
25
年
度
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
語
部
よ
り
体

験
談
な
ど
の
講
演
や
可
搬
式
動
力
ポ
ン

プ
を
用
い
た
取
り
扱
い
訓
練
、
放
水
訓

練
や
心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱

い
訓
練
を
含
ん
だ
応
急
手
当
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

恩
智
川
水
防
訓
練

　

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
団
員
の
体

験
談
を
掲
載
し
ま
す
。

 

高
安
分
団
　
樋
口
　
雄
一

　

今
日
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
が
増
え
、
杭
の
打
て
な
い
場
所
も

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

人
工
構
造
物
に
適
し
た
工
法
を
様
々

な
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
て
作
り
出
し
、

そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
水
防

に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 
山
本
分
団
　
岩
田
　
兼
一

　

集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
実
際
の
災

害
時
で
は
、
足
場
が
不
安
定
に
な
り
作

業
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
予
測
で
き
な
い
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

の
訓
練
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

 

編
集
者
の
感
想

　

杭
を
打
ち
、
板
を
立
て
、
土
の
う
を

積
む
。

　

簡
単
な
作
業
の
積
み
重
ね
で
は
あ
り

ま
す
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
災
害
時
に
実

践
し
迅
速
に
団
員
一
人
ひ
と
り
が
活
動

す
る
こ
と
が
大
き
な
力
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

高
安
分
団　

錦
織　

栄
夫

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会

　

中
で
も
、
防
災
意
識
、
知
識
の
共
有

を
目
指
し
た
ク
ロ
ー
ズ
ド
サ
ー
ク
ル

ゲ
ー
ム
で
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
「
地
震
の
際
、
家
族
を
迎
え
に

行
く
途
中
で
困
っ
て
い
る
人
に
出
会
っ

た
ら
ど
う
す
る
か
？
」
と
い
っ
た
明
確

な
正
解
の
出
せ
な
い
状
況
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

多
数
派
が
占
め
る
意
見
が
出
た
り
、

周
り
の
方
が
驚
く
意
見
が
出
た
り
と

様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

一
人
だ
け
と
い
う
意
見
が
出
た
と
き

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
よ
り
多
く
の

意
見
が
出
る
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
一
日
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
訓
練
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
大
災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
昨

今
、
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
あ

れ
ば
参
加
さ
れ
、
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

志
紀
分
団　

松
本　

直
也
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平
成
25
年
６
月
８
日
（
土
）
八
尾
分

団
屯
所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
で
非
常
に
暑
い
中
、
田
中
市
長

を
は
じ
め
藤
原
消
防
長
、
向
井
団
長
、

小
⻆
前
団
長
、
団
員
Ｏ
Ｂ
ま
で
出
席
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
ま
で
平
家
建
て
の
非
常
に
狭
い
屯

所
で
し
た
が
、
２
階
建
て
と
な
り
と
て

も
き
れ
い
な
屯
所
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　

以
前
は
ト
イ
レ
も
シ
ャ
ワ
ー
も
キ
ッ

チ
ン
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
今
回
は
住

め
る
ほ
ど
快
適
で
す
。

　

今
回
新
屯
所
の
開
所
式
の
お
祝
い
と

し
て
八
尾
分
団
Ｏ
Ｂ
よ
り
、
大
き
な
時

計
を
い
た
だ
き
、
屯
所
正
面
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

南
高
安
分
団
は
、
北
部
、
中
部
、
南

部
の
３
分
隊
で
構
成
さ
れ
る
、
総
勢
48

名
の
分
団
で
す
。

　

普
段
の
分
団
の
活
動
は
月
２
回
、
主

に
放
水
訓
練
及
び
機
器
の
点
検
整
備
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
高
安
地
区
は
山
に
隣
接
し

て
緑
が
多
く
自
然
が
多
い
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
山
林
火
災
を
想
定
し
た

林
野
火
災
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
８

月
現
在
、
平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）

に
行
わ
れ
る
第
57
回
大
阪
府
消
防
大
会

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）
に
向
け
て
４
月

か
ら
火
曜
日
、
金
曜
日
と
週
２
回
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
暑
さ
が
厳
し
い

で
す
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
皆
さ
ん
や
消
防
本
部
警
防
課

の
皆
さ
ん
の
熱
い
指
導
の
も
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

�

南
高
安
分
団　

松
下　

雄
治

新
屯
所
紹
介
（
八
尾
）

新
屯
所
紹
介
（
龍
華
）

分
団
紹
介（
南
高
安
分
団
）

や
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
邁
進
す
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

�

龍
華
分
団　

岡
田　

真
一

　

バ
ス
停
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
市
民

の
方
々
か
ら
は
「
時
間
の
確
認
が
で
き

る
」
と
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
萱
振
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
来
ら
れ
た
時
に
は
ぜ
ひ
見
て

く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
新
屯
所
は
、
大
切
に
し
綺
麗

な
状
態
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

八
尾
分
団　

山
地　

睦
真

　

平
成
25
年
３
月
16
日
（
土
）
龍
華
分

団
屯
所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
ご
来
賓

と
し
て
、
八
尾
市
長
を
は
じ
め
消
防
本

部
、
各
種
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
長
い
間
、
待
ち
望
ん
で
い
た
、

龍
華
分
団
屯
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

旧
屯
所
は
、
八
尾
市
内
で
も
最
小
の

屯
所
で
し
た
が
、
建
替
え
に
よ
り
、
22

㎡
の
木
造
平
家
建
て
か
ら
約
84
㎡
の
鉄

骨
造
２
階
建
て
の
立
派
な
屯
所
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
、
益
々
新
屯
所
が
団
活
動
の
拠

点
場
所
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
の
皆
様
と

連
帯
意
識
を
深
め
、
自
主
防
災
組
織
の

皆
様
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
市
民
の
生
命

地域一斉清掃の巻　坂根 作
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実
際
に
は
、
な
か
な
か
持
ち
出
せ
な
い
。

○
現
場
に
あ
る
と
便
利
だ
っ
た
も
の
は

・
手
袋
・
靴

　

ガ
ラ
ス
の
破
片
、
針
等
危
険
な
も
の

が
多
い
の
で
怪
我
を
し
な
い
た
め
に

・
厚
手
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

　

水
を
入
れ
て
も
破
れ
な
い
厚
さ
だ
と

水
を
入
れ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
た
め

　

こ
の
３
点
は
重
宝
し
た
そ
う
で
す
。

○
下
水
や
飲
み
水
な
ど
水
の
確
保
は
難

し
く
、
お
風
呂
の
残
り
湯
が
あ
る
と
便

利
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

○
避
難
生
活
は
震
災
直
後
か
ら
３
日
目

く
ら
い
ま
で
は
、
お
互
い
協
力
し
合
え

る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
と
精
神
的
に
疲

れ
て
き
て
、
ま
と
ま
り
が
な
く
な
っ
て

く
る
そ
う
で
す
。

○
避
難
生
活
が
長
期
に
わ
た
る
と
治
安

が
悪
く
な
り
警
察
官
、
消
防
士
、
消
防

団
員
な
ど
の
制
服
を
着
た
人
を
見
か
け

る
と
安
心
さ
れ
、
懐
中
電
灯
を
持
ち
、

立
っ
て
い
る
だ
け
で
も
安
心
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
久
宝
寺
小
学
校
に
お
い
て

地
域
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
年
に
一

回
久
宝
寺
地
区
自
主
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度
は
久

宝
寺
小
学
校
区
を
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
地
域
参
加
型
に
よ
り
計
５
回
実

施
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
回
目
の
訓
練
が
、
平
成
25

年
６
月
９
日
（
日
）
桜
橋
公
園
に
お
い

て
、
総
勢
150
名
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
参

加
に
よ
り
行
わ
れ
、
消
防
本
部
や
久
宝

寺
分
団
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

訓
練
は
「
ガ
レ
キ
の
撤
去
」「
Ａ
Ｅ

Ｄ
心
肺
蘇
生
法
」「
消
火
器
に
よ
る
初

期
消
火
」
を
順
番
に
実
施
し
、
私
た
ち

久
宝
寺
分
団
も
、
消
防
本
部
の
方
と
一

緒
に
、「
ガ
レ
キ
撤
去
訓
練
」
で
ジ
ャ
ッ

キ
の
使
い
方
や
毛
布
と
竿
を
使
っ
た
簡

易
担
架
の
作
り
方
等
を
指
導
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
全
員
で
、
隣
接
す
る
長
瀬
川

か
ら
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
、
大
変

有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
方
々
は
防
災
に
関

す
る
知
識
や
技
術
力
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
絆
も
深
め
る
こ
と
が
で
き

大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
地
震
の
発
生
が
危
ぶ
ま
れ
る
昨
今
、

一
人
ひ
と
り
の
対
応
が
被
害
軽
減
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
、
今
回
は
震

災
の
経
験
談
を
特
集
し
ま
し
た
。

○
防
災
グ
ッ
ズ
は
、
準
備
し
て
い
て
も

◎ 

広
報
部
員
名
簿 

◎

委
員
長

　
　

山
本
分
団　
　

竹�

下　

健�

一

副
委
員
長

　
　

西
郡
分
団　
　

坂�

根　

和�

男

　
　

大
正
分
団　
　

木�

田　

宗�

利

委　
　

員

　
　

久
宝
寺
分
団　

田�

口　

裕�

晃

　
　
　
　

〃　
　
　

赤�

岩　

孝�

浩

　
　

西
郡
分
団　
　

澤�

田　

吉�

行

　
　

八
尾
分
団　
　

山�

地　

睦�

真

　
　
　
　

〃　
　
　

岩�

井　

謙�

一

　
　

龍
華
分
団　
　

岡�

田　

真�

一

　
　
　
　

〃　
　
　

兼�

山　

泰�

治

　
　

大
正
分
団　
　

戸�

澤　

勝�

彦

　
　

曙
川
分
団　
　

松�

岡　

行�

宏

　
　
　
　

〃　
　
　

北�

林　

丈�

善

　
　

南
高
安
分
団　

長�

峰　

宏�

輔

　
　
　
　

〃　
　
　

西�

山　

勝�

博

　
　
　
　

〃　
　
　

松�

下　

雄�

治

　
　

高
安
分
団　
　

錦�

織　

栄�

夫

　
　
　
　

〃　
　
　

樋�

口　

雄�

一

　
　

山
本
分
団　
　

岩�

田　

兼�

一

　
　

志
紀
分
団　
　

松�

本　

直�

也

　
　
　
　

〃　
　
　

宮�

平　

誠�

二

平
成
26
年
度

　

女
性
消
防
団
員　

募
集
！

募
集
人
員
４
人

※
募
集
人
員
に
達
し
た
時
点
で
終
了

詳
し
く
は
、
11
月
号
市
政
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
ま
す
。

久
宝
寺
地
区
自
主
防
災
訓
練

特集
地
震
の
備
え
万
全
で
す
か
？

備えあれば
憂いなし

　

防
災
に
関
わ
る
消
防
団
員
と
し
て
、

今
後
も
地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

久
宝
寺
分
団　

赤
岩　

孝
浩
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今
回
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
一
番
員

の
選
手
候
補
と
し
て
曙
川
分
団
か
ら
初

め
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

操
法
の
基
本
動
作
、
選
手
同
士
の
連

携
、
タ
イ
ム
等
す
べ
て
を
意
識
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
の
難
し
さ
を
身
を

持
っ
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

頭
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
て
も
、
そ

れ
が
う
ま
く
で
き
な
い
の
が
も
ど
か
し

く
、
と
に
か
く
反
復
練
習
を
し
て
体
に

覚
え
込
ま
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
南
高
安
分
団
中
・
南
部
分

隊
も
加
わ
り
、
全
体
訓
練
で
は
分
団
に

関
係
な
く
全
員
で
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
に

回
り
、
ホ
ー
ス
巻
き
か
ら
撤
収
、
機
材

設
置
等
こ
こ
で
も
和
の
大
切
さ
を
認
識

し
ま
し
た
。

　

今
回
得
た
技
術
は
、
今
後
の
消
防
活

動
に
お
い
て
も
十
分
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
に
わ
た
り
合
同
訓
練
を

し
て
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
で

団
員
同
士
の
結
束
も
深
ま
り
今
後
の
南

東
方
面
隊
と
し
て
の
活
動
に
繋
が
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

曙
川
分
団　

北
林　

丈
善

　

平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）
に
行

わ
れ
た
大
阪
府
消
防
操
法
訓
練
大
会

に
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
出
場
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寒
い
時
期
か
ら
先
輩
に
各
個
動
作

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
４
月

23
日
か
ら
南
東
方
面
隊
と
し
て
の
訓

練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
消
防
本
部
の
皆
様
、
そ
し
て
南
東
方
面
隊
の
先
輩
方
、
後
輩

達
が
僕
達
の
為
に
貴
重
な
お
時
間
を
使
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
優
勝

と
い
う
一
番
良
い
結
果
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

み
ん
な
で
掴
ん
だ
優
勝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
南
東
方
面
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
、
そ
し
て
こ
の

４
人
で
操
法
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
消
防
団

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

指揮者　西尾　良彦

　

今
回
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

き
規
律
、
各
個
動
作
の
大
切
さ
、
選
手
間
の
連
携
の

重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

仲
間
の
熱
い
思
い
や
、
諸
先
輩
方
、
消
防
本
部
の

熱
意
に
満
ち
た
指
導
は
、
訓
練
を
重
ね
る
た
び
に
優

し
く
も
あ
り
厳
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
ホ
ー
ス
巻
き
や
設
営
等
、
訓
練
前
に
分
団
の

先
輩
方
や
後
輩
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
準
備
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

思
い
返
す
と
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
辛
く
苦
し
い
訓
練
を

最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
後
輩
団
員
達
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
様
な

素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
消
防
本
部
、
南
東
方
面
隊
の
皆
様
、

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１番員　山本　大寛

　

こ
の
度
、
平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）

大
阪
府
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
お
い
て
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
な
ん
と
優
勝
！

　

練
習
を
始
め
た
当
初
は
、
な
か
な
か
上

手
に
い
か
ず
大
変
な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、

練
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、
４
人
の
気
持
ち
も
一
つ
に
な
っ
て
い
く
の

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
、
と
て
つ
も
な
い
ほ
ど
平
常
心
で
臨
め
た
の
も
日
ご
ろ
か
ら
緊
迫

し
た
環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の

お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
う
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
経
験
を

後
輩
た
ち
に
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
僕
た
ち
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
の
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２番員　西尾　克徳　

は
じ
め
に
、
大
会
当
日
ま
で
の
長
い
期
間
、

私
た
ち
４
人
を
選
手
と
し
て
育
て
る
た
め
に
、

何
度
も
何
度
も
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
消
防
本

部
、
曙
川
分
団
、
南
高
安
分
団
の
皆
様
、
ま
た

応
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、
大

き
な
舞
台
を
目
前
に
込
み
上
げ
て
く
る
も
の

は
熱
く
、「
絶
対
に
勝
ち
た
い
。」
と
い
う
想
い
、

そ
し
て
同
じ
気
持
ち
を
持
つ
仲
間
と
の
団
結
力
、
こ
れ
が
緊
張
や
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
程
好
い
状
態
へ
と
変
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
優
勝
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
長
く
厳
し
い
訓
練
や
叱
咜
・

激
励
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
熱
意

を
思
い
出
し
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
貴
重
な
経
験
を
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３番員　松倉　祥宏

〜第57回大阪府消防大会を終えて〜

消
防
大
会
を
終
え
て


